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Ⅳ．地域景況統計の調査項目

前項で見たように、全国すべての都道府県において地域の企業に対する独自の景況調査が何

らかの形で行われている。それは、単に漠然とした景況感をとらえるということではなく、地域におけ

る企業活動がどれだけ活発に展開されているかを見ようとするものである。ただし、どの機関も潤沢

に予算があるわけでなく、調査項目数については相当絞り込まざるをえなくなっている。逆にいうと、

現在継続実施されている項目は、何度もの実施経験を経て生き残ってきた項目ということもできる。

そこで、どのような項目が生き残り、実施されているかを整理しておくことは、今後、各機関が調査の

実施を企画したり、あるいは項目を変更したりするときに役立つ情報となる。

ただし、実際の調査票における調査項目の組み方、順番は多様であり、そのままでは比較困難

である。そこで、ここにおいては、各地の経験の蓄積を整理するファーストステップとして、調査項目

をいくつかのジャンルに再編して、整理をしておくこととしたい。

まず、国や金融機関が行っている全国規模の景況調査の調査項目を概観し、つづいて都道府

県や市で実施されている項目、産業振興公社等で実施されている項目、地方銀行で実施されてい

る項目を見てみることにしたい。地方銀行については調査数が多く、すべてを網羅しえないため代

表例を示した。各地の商工会･商工会議所、信用金庫独自の調査、地域シンクタンクの調査につ

いては、改めて整理することとする。

１.調査項目整理の形式

(１)調査項目の分類

１.フェイス

2.景況･業況(国内、業界、自社)

3.売上･採算(生産、利益、収益、引き合い)

4.金融関係(資金繰り、借入金、借入難度、借入金利)

5.労働･雇用(従業員数、1 人当たり賃金、従業員過不足)

6.設備関係(実施の有無、目的、内容、予定)

7.在庫関係(在庫の増減、在庫の過不足)

8.価格関係(仕入単価、売上単価、受注単価)

9.問題点･力点関係(記述、その他を含む)

10.オプション

(２)項目の明記の方法

１.会社名等の記述記入、実数･実額の記入の場合はそのように明記。

2.変化方向設問

･基本形は、項目名(選択肢；比較方法 1、比較方法２)。

･売上(増加･横ばい･減少；前期比、前年同期比)で、前期比での売上(増加･横ばい･減少)と

前年同期比での売上(増加･横ばい･減少)という 2 つの設問を表す。

・売上・採算(増加･横ばい･減少；前年同期比)で売上増減と採算増減の 2 設問を表す。

･売上(増加･横ばい･減少；前期比、次期見通し)の場合の次期見通しは、前期比での次期見

通し、つまり今期と比べた次期見通し(増加･横ばい･減少)である。
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･売上(増加･横ばい･減少；前年同期比、次期見通し)の場合の次期見通しは、前年同期比と

比べた時期見通しである。

・売上(増加･横ばい･減少；前期比、前年同期比、次期見通し)の場合の次期見通しは、前年

同期と比べた次期見通しが多い。

3.水準設問

･業況(良い･普通･悪い)、原材料在庫(過剰、適正、不足)、人手(過剰、適正、不足)等。

・基本形は項目名(選択肢)である。

･まれに、変化方向をからませ、水準項目(選択肢；比較方法)とするケースもある。

前年同期と比べ業況が良い等→業況(良い･普通･悪い；前年同期比)

4.ﾔﾔ付き五択化

･例えば、業況(良い･ﾔﾔ良い･普通･ﾔﾔ悪い･悪い)である。この場合は、業況(良い･･普通･･悪

い)と表す。

4.単数選択設問(SA)

･上記以外で選択肢から 1 つだけ選ぶ単数回答設問の場合は、項目(選択肢数)とする。選択

するカテゴリー名についてはさまざまであり、ここでは割愛する。次の５の場合も同様である。

従業者数(5)；ランク分けした 5 つから 1 つ選ぶ。

5.複数選択設問(MA)

･設備投資内容(土地･工場建物･生産設備･車両･付帯設備･OA 機器)等で、いくつ選んでも

良い場合は、設備投資目的(M6)。

･選択数が限定される場合は、設備投資目的(6→3)；6 つから 3 つまで選ぶ。

･選択順位が求められる場合は、設備投資目的(6→3 順位有)。

･複数期の設問となる場合は、設備投資目的(6→3；当期、次期、次々期)。

２.全国調査における調査項目

日本銀行『全国企業短期経済観測』(四半期)

判断項目の部分のみ

１.フェイス

企業番号、回答日、担当者(部課･氏名)、決算期、資本金、主要製品名･主要事業名

２.景況･業況

業況(良い･さほど良くない･悪い；今期、次期見通し)、

３.売上･採算

国内での製･商品･サービス需給(需要超過･ほぼ均衡･供給超過；今期、次期見通し)、海外での

製･商品需給；今期、次期見通し)

４.金融関係

資金繰り(楽･さほど苦しくない･苦；今期)、貸出態度(緩い･さほど厳しくない･厳しい；今期)、借入

金利水準(上昇･不変･低下；前期比、次期見通し)、CP の発行環境(楽･さほど厳しくない･厳し

い；今期)

注)最も注目度の高い調査であるが、判断項目は以上にとどまるごく簡単なものである。日銀の各

支店により県別の結果が公表されている。ただし、全体サンプル数が限られているため、県別集

計に付すと回答数が 100 を切る県も少なくなく、地域動向の分析という点では限界がある。しかし、
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公表されていること自体は意味がある。

内閣府･財務省『法人企業景気予測調査』(4 半期)

変化方向設問についてはすべて季節的要因を除いた実勢での回答を求める。

１.フェイス

担当者(部課名･氏名)、TEL、内線番号、法人番号、業種、地域、規模、資本金

２.景況･業況

景況(上昇･不変･下降；前期比、次期見通し、次々期見通し)、国内景況(上昇･不変･下降；前

期比、次期見通し、次々期見通し)、景況判断の決定要因(10→３順位有；前期比、次期見通し、

次々期見通し)

３.売上･採算

売上高(増加･不変･減少；前期比、次期見通し、次々期見通し)、経常利益(改善･不変･悪化；

前期比、次期見通し、次々期見通し)、国内需要・海外需要(増加･不変･減少；前期比、次期見

通し、次々期見通し)

４.金融関係

資金繰り(改善･不変･悪化･不明；前期比、次期見通し、次々期見通し)、融資態度(緩やか･不

変･厳しい；前期比、次期見通し、次々期見通し)

５.労働・雇用

従業員数(不足気味･適正･過剰気味；今期末、次期末、次々期末)、臨時･パート(有無)、臨時･

パート数(増加･不変･減少；前期比、次期見通し、次々期見通し)

６.設備関係

生産･販売等の為の設備(不足･適正･過大；今期末、次期末、次々期末)

７.在庫関係

製商品在庫(不足･適正･過大；今期末、次期末、次々期末)、原材料在庫(不足･適正･過大；今

期末、次期末、次々期末)

８.価格関係

販売価格(上昇･不変･低下；前期比、次期見通し、次々期見通し)、仕入価格(上昇･不変･低

下；前期比、次期見通し、次々期見通し)

９.問題点･力点等

収益改善のための方策(10→3 順位有)

注)財務省の『景気予測調査』と内閣府の『法人企業動向調査』を統合して、2004 年度より開始さ

れた調査である。対象企業数は 13,000 社、うち中小企業は 5,000 社である。

中小企業庁･中小企業基盤整備機構『中小企業景況調査』(4 半期)

１.フェイス

都道府県コード、市･町村コード、企業コード

２.景況･業況

業況(好転･不変･悪化；前期比、前年同期比、次期見通し)、業況水準(良い･普通･悪い)

３. 売上･採算

売上額(増加･不変･減少；前期比、前年同期比、次期見通し)、採算(好転･不変･悪化；前年同
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期比、次期見通し)、採算水準(黒字･収支ﾄﾝﾄﾝ･赤字)、引合い(増加･不変･減少；前年同期比)、

引合い水準(活発･普通･低調)、輸出額(増加･不変･減少；前年同期比、次期見通し)

４. 金融関係

資金繰り(好転･不変･悪化；前期比、前年同期比、次期見通し)、受取手形期間(長期化･不変･

短期化；前期比、次期見通し)、長期資金借入難度・短期資金借入難度(容易･不変･困難；前

期比、次期見通し)、借入金利(上昇･不変･低下；前期比、次期見通し)

５. 労働・雇用

従業員(増加･不変･減少；前年同期比、次期見通し)、従業員水準(過剰･適正･不足)

６. 設備関係

設備操業率(上昇･不変･低下；前年同期比、次期見通し)、生産設備水準(過剰･適正･不足)、

設備投資(有無；実施内容 M8)、設備投資予定(有無；計画内容 M8)

７.在庫関係

原材料在庫(増加･不変･減少；前年同期比、次期見通し)、製品在庫(増加･不変･減少；前年同

期比、次期見通し)、原材料在庫水準(過剰･適正･不足)、製品在庫水準(過剰･適正･不足)

８. 価格関係

売上単価(上昇･不変･低下；前期比、前年同期比、次期見通し)、原材料仕入単価(上昇･不変･

低下；前年同期比、次期見通し)

９. 問題点･力点等

売上数量(増加･不変･減少；前期比、前年同期比、次期見通し)、受注残(増加･不変･減少；前

年同期比)、経営上の問題点(17→3 順位有)

中小企業金融公庫総合研究所『中小企業動向調査』(4 半期)

１.フェイス

業種(26)、資本金(6)、従業員(6)、輸出比率(6)、下請受注比率(6)

２.景況･業況

総合判断(好転･横ばい･悪化；前年同期比、次期見通し、次々期見通し)

３. 売上･採算

売上(増加･ほとんど変わらず･減少；前年同期比、次期見通し、次々期見通し)、純益率(上昇･

ほとんど変わらず･低下；前年同期比、次期見通し、次々期見通し)、その変動理由(上昇理由５･

低下理由５；前年同期比、次期見通し、次々期見通し)

４. 金融関係

長期資金借入難易・短期資金借入の難易(容易･ほとんど変わらず･困難；前年同期比、次期見

通し、次々期見通し)、資金繰り(好転･ほとんど変わらず･悪化；前年同期比、次期見通し、次々

期見通し)、最近 3 ヶ月以内での短期借入(金利、借入月、銀行業態８)、最近 3 ヶ月での長期借

入(金利、借入月、銀行業態８、借入期間、金利形態(変動･固定)

５. 労働・雇用

従業員(増加･ほとんど変わらず･減少；前年同期比、次期見通し、次々期見通し)、

６. 設備関係

設備投資(新規投資･継続投資･投資なし；前年同期比、次期見通し、次々期見通し)、投資額

７. 在庫関係
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期末の製品商品在庫(過剰･ほぼ適正･不足；今期、次期見通し、次々期見通し)

８. 価格関係

販売受注単価(上昇･ほとんど変わらず･低下；前年同期比、次期見通し、次々期見通し)、仕入

単価(上昇･ほとんど変わらず･低下；前年同期比、次期見通し、次々期見通し)

９. 問題点･力点等

経営上の問題点(12)、自由記述

中小企業金融公庫総合研究所『中小企業景況調査』(月次)

１.フェイス

業種名(24)、従業員(6)、最終需要先(14)、下請比率(6；最近半年間)、輸出比率(7；最近 3 ヶ月)

３.売上・採算

売上額(前年前月、前年当月、本年前月、本年当月)、売上高(増加･横ばい･減少；前月比)、受

注状況(増加･横ばい･減少；前月比)、売上高増加理由(9→2)、売上高減少理由(9→2)、今後 3

ヶ月の平均売上高(増加見込み･･横ばい見込み･･減少見込み；過去 3 ヶ月比)、利益額(増加傾

向･横ばい状態･減少傾向；前月比)、利益水準(黒字･･ﾄﾝﾄﾝ･･赤字；最近 3 ヶ月、今後 3 ヶ月)

４.金融関係

資金繰り(窮屈･おおむね順調･余裕含み)、資金繰り窮屈の場合の理由(13→3)、資金繰り順調･

余裕の場合の理由(12→3)、借入金残高(増加･･同じ･･減少；前年同期比)、借入金残(増加･･

同じ･･減少；今期比、次期見通し)、借入金残高増加理由(11→2；前年同期比、3 ヶ月後見通し)、

借入増加借入先(4；現在、3 ヵ月後)

５. 労働・雇用

従業員数(不足･･適正･･過剰；今期)、従業員対策(増員を考慮中･現状維持･減員を考慮中；今

後)、残業時間(増やしている･不変･短縮化を図っている；前月比)

６.設備関係

設備(不足･･適正･･過剰；今期)、設備投資予定(有･無･継続)、設備投資予定有･継続の場合

の資金調達(6)

７.在庫関係

製品在庫(不足気味･ほぼ適正･多い気味；今期)、不足理由(8→2)、多い理由(9→2)、製品在庫

手当(積増しを考慮中･現状在庫でよい･圧縮を考慮中；今後)、原材料在庫(不足気味･ほぼ適

正･多い気味；今期)、原材料在庫手当(積増しを考慮中･現状在庫でよい･圧縮を考慮中；今後)、

積増し考慮中の理由(6)、圧縮の理由(6)

８.価格関係

製品価格(上昇･横ばい･低下；前月比)、原材料価格(上昇･横ばい･低下；前月比)

国民生活金融公庫総合研究所『全国小企業動向調査』(4 半期)

１.フェイス

業種、取扱品目、従業者数

２.景況･業況

業況判断(かなり良い･･良くも悪くもない･･かなり悪い；今期、次期)

３.売上・採算
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売上高(20％以上増加・10～19％増加・10％未満増加・10％未満減少・20％以上減少；前年同

期比、次期見通し)、受注額(増加･あまり変わらない･減少；前年同期比、次期見通し)、採算水

準(黒字･収支ﾄﾝﾄﾝ･赤字；今期、次期)、販売量(増加･不変･減少；前年同期比)、販売量減少

対策(３)

４.金融関係

資金繰り(楽･変わらない･苦；前期比、見通し)、借入(容易･変わらない･困難；前期比)

６.設備関係

設備投資(有無；今期、次期)

７.在庫関係

製･商品在庫(不足･ほぼ適正･過大)

８.価格関係

販売価格(上昇･不変･低下；前年同期比)、販売価格低下要因(７→２)、販売価格低下対策(３)、

今後１年間での販売価格(上昇･不変･低下)

９.問題点・力点等

経営上の問題点(9)、販売･受注価格の低下に対する具体的な取組み(記述)、最近の営業状況

に特に感じていること(記述)

注）他に、『全国小企業月次動向調査』（1,500 社）、『全国小企業動向調査特別調査』（借入状況、

雇用状況、販売価格動向、設備投資動向、インターネット利用状況等）がある。従業員 30 人未

満の小規模企業を対象としている。

商工中金『中小企業月次景況調査』(月次)

１.フェイス

企業名

２.景況･業況

景況(好転･不変･悪化；当月、来月見通し)

３.売上・採算

売上高（前月実績、当月実績、翌月見込み）、採算(好転･不変･悪化；当月、来月見通し)

４.金融関係

資金繰り(好転･不変･悪化；当月、来月見通し)

５.労働・雇用

雇用状況(不足･適正･過剰；当月、来月見通し)

６.設備関係

生産設備(不足･適正･過剰；当月、来月見通し)

７.在庫関係

製品在庫(不足･適正･過剰；当月、来月見通し)

８.価格関係

仕入価格(上昇･不変･下落；当月、来月)、販売価格(不足･適正･過剰；当月、来月)

信金中央金庫総合研究所『全国中小企業景気動向調査』(四半期)

１.フェイス
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企業名、支店名、調査員名、金庫コード、地域番号、業種番号、従業員数、パート･アルバイト

人数、主要取扱製品、販売納入額の最も多い先(5)、輸出について(輸出主力･内需主力または

なし)

２.景況･業況

業況(良い･･普通･･悪い；見通し)

３.売上・採算

売上額・収益(増加･･変らず･･減少；前期比、前年同期比、次期見通し)

４.金融関係

資金繰り(楽･･変らず･･苦しい；前期比、次期見通し)、借入(有無)、借入予定(有無)、民間金融

機関からの借入難易度(容易･変らない･難しい･該当なし)

５.労働・雇用

残業時間(増加･･変らず･･減少；前期比、次期見通し)、人手(過剰･･適正･･不足；当期、次期見

通し)

６.設備関係

設備状況(過剰･･適正･･不足；当期、見通し)、設備投資(7→3)、設備投資予定(7→3)

７.在庫関係

原材料在庫(過剰･･適正･･不足；前期比、次期見通し)

８.価格関係

販売価格・原材料価格(上昇･･変らず･･下降；前期比、次期見通し)

９.問題点・力点等

受注残(増加･･変らず･･減少；前期比、次期見通し)、経営上の問題点(34→3)、当面の重点経

営施策･経営のポイント(25→3)

沖縄振興開発金融公庫『県内企業景況調査』(4 半期)

１.フェイス

企業名、代表者名、所在地、応対者名、TEL、従業員数、資本金、業種(25)

２.景況･業況

業況(良い･あまり変わらない･悪い；前年同期比、次期見通し)

３.売上・採算

売上高・販売量(増加･不変･減少；前年同期比、次期見通し)、採算水準(黒字･収支ﾄﾝﾄﾝ･赤

字；今期、次期見通し)

４.金融関係

資金繰り(楽･不変･苦；前年同期比、次期見通し)、今期苦しくなった理由(12→３)、借入状況(容

易･あまり変わらない･困難；前年同期比、次期見通し)

５.労働・雇用

雇用状況(過剰･ほぼ適正･不足；今期、次期)

７. 在庫関係

製品商品在庫水準(不足･ほぼ適正･過剰)

８. 価格関係

販売価格(上昇･不変･減少；前年同期比、次期見通し)
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９. 問題点･力点等

経営上の問題点(12→３)

３.都道府県機関による調査項目

北海道企画振興部『企業経営者意識調査』(４半期)

１.フェイス

企業名、所在地名、主な事業内容記入、資本金額(円)、常用従業者数、担当部署名、担当者

名、℡･FAX、E メールアドレス

２.景況･業況

道内景況感(上昇･横ばい･下降；前期比、次期見通し)、地域の景況感(上昇･横ばい･下降；前

期比、次期見通し)、企業の業況判断(上昇･横ばい･下降；前期比、次期見通し)

３. 売上･採算

売上・生産(増加･横ばい･減少；前年同期比、次期見通し)、経常利益(増加･横ばい･減少；前

年同期比、次期見通し)

４. 金融関係

資金繰り(良好･横ばい･困難；前年同期比、次期見通し)

５. 労働・雇用

残業時間(増加･横ばい･減少；前年同期比、次期見通し)、１人当り賃金・雇用者総数(増加･横

ばい･減少；前年同期比、次期見通し)、雇用者増加数･減少数(正規、非正規別実数)、雇用者

(過剰･適正･不足；前年同期比、次期見通し)

６. 設備関係

投資(有無；当期、次期)、投資目的(6→３；当期、次期)

７. 在庫関係

製品・商品在庫(不足･適正･過大；同期比、次期見通し)

８. 価格関係

製品価格(上昇･持ち合い･下落；前年同期比、次期見通し)、原材料価格(上昇･持ち合い･下

落；前年同期比、次期見通し)

９. 問題点･力点等

経営全般(業況先行き等について注目していることや問題の記述)

秋田県経済政策課『県内経済動向調査』(月次)

１.フェイス

企業名、建設、製造、小売･サービス業

２.景況･業況

業況比較(好転･･横ばい･･悪化；３ヶ月前比、３ヵ月後見通し)、業況変化要因･変化見通し記述

３. 売上･採算

生産額、受注額、売上額、工事完工高

４. 金融関係

資金繰り(良好･･不変･･悪化)、資金繰り変化要因記述

９. 問題点･力点等
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業況に関する特記事項記述

注）調査対象企業は 240 社程度で、地域振興局がそれぞれ 30 社程度受け持ち、毎月調査対象

企業を巡回し、経営活動の情報を把握するとともに、管内の商工指導機関、商工団体等からヒ

アリングをする。集計結果は『美の国あきたネット』に掲載。

埼玉県労働商工部『埼玉県四半期経営動向調査』(四半期)

２.景況･業況

景気水準(好況･普通･不況)、今後の景気(良い方向･どちらとも･悪い方向)

３. 売上･採算

売上高(増加･不変･減少；前期比、次期見通し)、採算(良くなる･不変･悪くなる；前期比、次期見

通し)

４. 金融関係

資金繰り(良くなる･不変･悪くなる；前期比、次期見通し)

６. 設備関係

設備投資(有無)、投資内容(５)、投資目的(８)、設備投資計画(有無)、投資内容(５)、投資目的

(８)

10.オプション 有；インターネット、ホームページ、電子商取引等

東京都産業労働局『東京都中小企業の景況』(月次)

１.フェイス

従業員数、年間売上額、業種････毎回でない

２.景況･業況

業況(よい･普通･悪い；当月、今後３ヶ月の見通し)

３. 売上･採算

受注(増加･ほぼ同様･減少；前期比)、生産額(増加･ほぼ同様･減少；前月比、前年同月比、当

月比見通し)、原材料仕入高(増加･ほぼ同様･減少；次期見通し)

７. 在庫関係

製品在庫(課題、適正、不足)

８. 価格関係

原材料仕入単価・製品販売価格(上昇、ほぼ同様、低下；前月比)

注）中小企業指導所時代から調査が行われている。指導所廃止に伴い、本庁が調査を引き継ぐ。

業種ごとに異なる調査票（はがき）を用いている。

長野県商工部産業振興課『景気動向調査』(４半期)

１.フェイス

主要製品名

２.景況･業況

業況(良･同･悪；3 ヶ月前比、前年同期比、3 ヵ月後見通し)

３. 売上･採算

受注引合い(多･同･少；3 ヶ月前比、前年同期比、3 ヵ月後見通し)、生産量・販売量(多･同･少；
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3 ヶ月前比、前年同期比、3 ヵ月後見通し)、収益率(良･同･悪；3 ヶ月前比、前年同期比、3 ヵ月

後見通し)、外注への発注状況(良･同･悪；3 ヶ月前比、前年同期比、3 ヵ月後見通し)

４. 金融関係

資金繰り(良･同･悪；3 ヶ月前比、前年同期比、3 ヵ月後見通し)

７. 在庫関係

在庫量(少･同･多；3 ヶ月前比、前年同期比、3 ヵ月後見通し)

８. 価格関係

原材料仕入単価(安･同･高；3 ヶ月前比、前年同期比、3 ヵ月後見通し)、製品単価(安･同･高；3

ヶ月前比、前年同期比、3 ヵ月後見通し)

９. 問題点･力点等

問題点(５、具体的内容記述)、今後の見通し(期待要素･不安要素記述)

愛知県産業労働部産業労働総務課『景況調査』(４半期)

１.フェイス

記入者(職名、氏名)、主な事業内容、業種(27)、従業員数(６)

２.景況･業況

売上高(増加･不変･減少；前年同期比、前期比、前年同期比見通し)、採算(黒字･収支ﾄﾝﾄﾝ･

赤字；当期、来期)

４. 金融関係

資金繰り(好転･不変･悪化；前年同期比、前期比、前年同期比見通し)、貸出態度(ゆるい･それ

ほどきつくない･きびしい)

５. 労働・雇用

雇用人数(過剰･適正･不足)

６. 設備関係

設備投資(有無；当期、次期)

８. 価格関係

受注単価(上昇･不変･低下；前年同期比)

９. 問題点･力点等

顧客数(増加･不変･減少；前年同期比)、経営上の問題点(9→2)

10.オプション 有；派遣社員の有無等

注)建設、製造、サービスの 3 種類の調査票(往復はがき)が用いられている。

滋賀県商工観光政策課『滋賀県景況調査』(４半期)

１.フェイス

企業名、応対者、所在地、業種(5)、業務内容、資本金(6)、従業員数(5)

２.景況･業況

業況(好転･不変･悪化；前年同期比、次期見通し、コメント)、業況水準(9、コメント)

３. 売上･採算

生産・売上額(増加･不変･減少；前年同期比、次期見通し、コメント)、採算(好転･不変･悪化；前

年同期比、次期見通し、コメント)、採算水準(黒字･ﾄﾝﾄﾝ･赤字；今期、次期見通し、コメント)、引
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合い(活発･普通･低調；今期、次期見通し、コメント)

４. 金融関係

資金繰り(好転･不変･悪化；前期比、次期見通し、コメント)、長期資金借入難度・短期資金借入

難度(容易･不変･困難；前期比、次期見通し、コメント)

５. 労働・雇用

雇用･従業員の水準(過剰･適正･不足；今期、次期見通し、コメント)

６. 設備関係

設備投資(有無；今期、今後、コメント)、設備投資内容(記述)

７. 在庫関係

製品在庫数量(増加･不変･減少；前年同期比、次期見通し、コメント)

９. 問題点･力点等

経営上の問題点(21→3)、意見･要望等(記述)

注）企業で働いた経験のある嘱託調査員が、調査期間中 1 月あたり 30 事業所をめどに、県下をく

まなく回り、聞き取り調査をしている。このほか、家計動向を敏感に把握できる職種経営者や店

長などにモニターを委嘱して、景気モニター調査が行われている。

京都府中小企業総合センター企画総務課『景気見通しアンケート調査』(年次)

１.フェイス

企業名、記入者名、TEL、E-mail、所在地、総従業員数(5)、年商(8)、業種(14)

２.景況･業況

景気(良い・・例年並・・悪い；本年、次期見通し、次々期見通し)、今後の景気動向(17→3)

３.売上･採算

製･商品の需給(需要超過･ほぼ均衡･供給超過；当期、次期見通し、次々期見通し)、売上高

(20％以上増・5～20％増・±5％増減・5～20％減・20％以上減；今年、来年)、経常利益(20％以

上増・5～20％増・±5％増減・5～20％減・20％以上減；今年、来年)

５.労働・雇用

雇用人員(過剰･適正･不足；当期)、正社員数・非正社員数の増減予定(7)、賃金水準(4)

６.設備関係

設備投資額の当初計画額との比較・設備投資額の今年の実績額との比較(20％以上増・5～

20％増・±5％増減・5～20％減・20％以上減)、設備投資予定分野(M10)、

９.問題点･力点等

経営上の問題(M17)

注）このほかに四半期で「府内主要業界の景気動向」（主要 6 業界ヒアリング調査）を実施。

大阪府･府立産業開発研究所『大阪府景気観測調査』(４半期)

１.フェイス

所在地名、業種、業態、常用従業者数(５)

２.景況･業況

業況(上昇･･横ばい･･下降；前期比、前年同期比)、業況変化要因(８→２)

３. 売上･採算
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出荷売上高・営業利益(増加･横ばい･減少；前期比)、営業利益(黒字･ﾄﾝﾄﾝ･赤字)

４. 金融関係

資金繰り(順調･どちらとも･窮屈)

５. 労働・雇用

従業者数(増加･横ばい･減少；次期予定)、雇用状況(過剰･･充足･･不足)

６. 設備関係

設備投資年度計画(増加･横ばい･減少･なし･未定；前年同期比)

８. 価格関係

製･商品単価(上昇･横ばい･下落；前期比)、サービス単価(上昇･横ばい･下落；前期比)、請負

単価(上昇･横ばい･下落；前期比)、原材料･部品価格(上昇･横ばい･下落；前期比)

10.オプション 有

注）毎回トピックス的に聞く項目が設けられている。採用予定人数、事業改善･改革の実施状況、

人材採用･社内配置転換人数、業況見通し、インターネット利用の有無、オンライン受発注有無、

ネットワーク構築有無、設備投資目的、情報化投資等

鳥取県企画部統計課『鳥取県企画経営者見通し調査』(４半期)

１.フェイス

事業所名、所在地名、主な事業内容、回答者職氏名、TEL

２.景況･業況

業界の景気感(不変･上昇･下降；前期比、次期見通し、次々期見通し)

３. 売上･採算

売上高(不変･増加･減少；前期比、次期見通し、次々期見通し)、経常利益(不変･増加･減少；

前期比、次期見通し、次々期見通し)、売上増減要因(数量･価格)、次期売上増減要因(数量･

価格)、経常利益増減要因(6→2；当期、次期)、生産数量(製造業；不変･増加･減少；前期比、

見通し)

４. 金融関係

資金繰り(適正･余裕がある･余裕がない；前期比、次期見通し)

６. 設備関係

設備投資(有無；当期、次期予定、次々期予定)、投資目的(M8；当期、次期、次々期)、生産設

備(製造業；適正･過大･不足)

７. 在庫関係

製品･商品在庫(製造業、卸売･小売業；適正･過大･不足；前期比、次期見通し)

９. 問題点･力点等

企業経営上の問題点(15→3)、景況感･経営上の問題点(記述)

10.オプション 有 円相場の影響、輸出割合等

山口県商工労働部『中小企業景況調査』（四半期）

中小企業庁・中小企業基盤整備機構『中小企業景況調査』の調査票を使用。

注）商工会議所、商工会、中央会ルートで調査する中小企業庁調査は、山陽側が多いため、山陰

側を県で独自に郵送調査し、中小企業庁調査の結果とあわせて報告している。
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福岡県商工部『福岡県における景気の状況等調査』（年次）

１.フェイス

企業名、所在地、記入者・部署、連絡先、資本金、従業員数、主要商品、業種（21）

２.景況･業況

県内の景気（良い・・普通・・悪い）、自社の景気（良い・・普通・・悪い）、県内の景気見通し(良く

なる・変わらない・悪くなる）、自社の景気見通し(良くなる・変わらない・悪くなる）、景気の懸念材

料（14）

３. 売上･採算

年度の売上（20％以上増加・10％以上増加・10％未満増加・変わらない・10％未満減少・10％

以上減少・20％以上減少）、経常利益（20％以上増加・10％以上増加・10％未満増加・変わら

ない・10％未満減少・10％以上減少・20％以上減少）、減少要因（8）

４. 金融関係

資金調達環境（緩やか・・変わらない・・厳しい）、厳しい理由（8）、資金調達への対処（6） 他

５. 労働・雇用

従業員採用予定（5）、必要な人材（7）、リストラ・経営革新の有無と内容（23）

６. 設備関係

設備投資予定（有無、対前年増減）、実施しない場合の理由（5）

注）年 1 回の調査であり、いわゆる景況調査というよりは、中小企業実態調査に近く、異業種交流

への取り組みや中小企業への支援策の利用状況などについても聞き、産業振興策の基礎資料

をうる調査としての性格を併せ持つものとなっている。

４.政令指定都市、県庁所在市における調査項目

札幌市経済局産業振興部産業企画課『札幌市企業経営動向調査』(年２回)

１.フェイス

業種(８)、企業名、代表者名、所在地、事業内容、資本金、常用従業数数、記入者名(所属)

２.景況･業況

市内の景気・業界の景気(上昇･横ばい･下降；前期比、次期見通し)

３.売上･採算

生産高(増加･横ばい･減少；前年同期比、次期見通し)、経常利益(増加･横ばい･減少；前年同

期比、次期見通し)

５.労働・雇用

常用雇用者数(増加･横ばい･減少；前年同月比、次期見通し)

６.設備関係

１年間の設備投資(有無、理由 M6)、今後１年間の設備投資予定(有無、予定理由 M6)

９.問題点･力点等

経営上の問題点(12→３)

10.オプション 有 デザインの役割･機能等
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仙台市産業振興事業団『仙台市企業経営動向調査票』(4 半期)

１.フェイス

名称、所在地、記入者氏名･部課名･役職、TEL

２.景況･業況

仙台市内の景気(上昇･不変･下降：前期比、次期見通し、次々期見通し)、貴社の属する業界の

景気・貴事業所の景気(上昇･不変･下降：前期比、次期見通し、次々期見通し)

３.売上･採算

生産売上(増加･不変･減少；前期比、次期見通し、次々期見通し)、経常利益(増加･不変･減

少；前期比、次期見通し、次々期見通し)

４.金融関係

資金繰り(改善･不変･下降；前期比、次期見通し、次々期見通し)

５.労働・雇用

雇用人員(過剰･適正･不足：前期比、次期見通し、次々期見通し)、労働時間(増加･不変･減

少；前期比、次期見通し、次々期見通し)

６.設備関係

設備投資実施(有無)、設備投資計画(有無；次期、次々期)

７.在庫関係

製品･商品在庫(過剰･適正･不足；前期比、次期見通し、次々期見通し)

８.価格関係

製商品価格(上昇･不変･下降；前期比、次期見通し、次々期見通し)、原材料仕入価格(上昇･

不変･下降；前期比、次期見通し、次々期見通し)

９.問題点･力点等

経営上の課題(16→3)

川越市経済部商工振興課『川越市企業動向調査』(4 半期)

１.フェイス

事業所名、所在地、TEL、従業員数、資本金(出資金)、主要業種(10)

２.景況･業況

景況(良い･不変･悪い；前期比、次期見通し)

３.売上･採算

生産売上(増加･不変･減少；前期比、次期見通し)、経常利益(増加･不変･減少；前期比、次期

見通し)

４.金融関係

資金繰り(好転･不変･減少；前期比、次期見通し)

５.労働・雇用

雇用人員(過剰･適正･不足；前期比、次期見通し)、労働時間(増加･不変･減少；前期比、次期

見通し)

６.設備関係

設備投資(有無；当期、見通し)

７.在庫関係
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製商品在庫(増加･不変･低下；前期比、次期見通し)

８.価格関係

製商品価格(上昇･不変･減少；前期比、次期見通し)、原材料仕入価格(上昇･不変･減少；前期

比、次期見通し)

９.問題点･力点等

経営上の問題点(18→3)

横浜市経済局『横浜市景況･経営動向調査』

２.景況･業況

業況(上昇･不変･下降；前期比、次期見通し、次々期見通し)、業界の景気(上昇･不変･下降；

前期比、次期見通し、次々期見通し)、国内の景気(上昇･不変･下降；前期比、次期見通し、

次々期見通し)、業況水準(良い･普通･悪い；今期、次期見通し、次々期見通し)

３.売上･採算

生産・売上(増加･不変･減少；前期比、次期見通し、次々期見通し)、経常利益(増加･不変･減

少；前期比、次期見通し、次々期見通し)、生産・売上増減要因(M4；前期比、次期見通し)、経

常利益増減要因(M5；前期比、次期見通し)

４.金融関係

設定･想定円ドルレート(現在、6 ヶ月先)、資金繰り(改善･不変･悪化；前期比、次期見通し)

５.労働・雇用

雇用人数(過大･適正･不足；当期、次期見通し)、労働時間(増加･不変･減少；前期比、次期見

通し)、

６.設備関係

設備水準(過大･適正･不足；前期比、次期見通し、次々期見通し)、設備投資(有無；当期、次期

計画、次々期計画)、設備投資実施･計画の場合(増加･同程度･減少；前期比、前年同期比)、

設備投資実施目的(M7)

７.在庫関係

完成品の在庫水準(過大･適正･不足；当期、次期見通し)、原材料の在庫水準(過大･適正･不

足；当期、次期見通し)

８.価格関係

製品価格(上昇･不変･下降；前期比、次期見通し)、原材料価格(上昇･不変･下降；前期比、次

期見通し)

川崎市経済局『景気ウォッチャー調査』(4 半期) 川崎商工会議所と共同調査

藤沢市経済部『藤沢市景気動向調査』(4 半期) 藤沢市産業振興財団に委託

１.フェイス

社名、従業員数、回答者所属部署･氏名、資本金、希望配布形式選択(郵送･FAX･E-mail)

２.景況･業況

景況(良い･不変･悪い；当期、次期見通し)

３.売上･採算

売上高・受注高・生産高(増加･不変･減少；前期比、次期見通し)、売上半期(増加･不変･減少；
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前年同期比、次期見通し)、経常利益(増加･不変･減少；前年同期比、次期見通し)

４.金融関係

資金繰り(楽･不変･苦；当期、次期見通し)、借入金利(上昇･不変･低下；前期比、次期見通し)

５.労働・雇用

雇用人員(過剰･適正･不足；当期、次期見通し)、所定外時間(増加･不変･減少；前期比、次期

見通し)

６.設備関係

設備の過不足(過剰･適正･不足；当期、次期見通し)、設備投資(増加･不変･減少；前年同期比、

次期見通し)、設備投資内容(Ｍ７；当期、次期見通し)

７.在庫関係

製商品在庫(過大･適正･不足；当期、次期見通し)

８.価格関係

販売価格(上昇･不変･低下；前期比、次期見通し)、製・商品仕入価格(上昇･不変･低下；前期

比、次期見通し)、原材料仕入価格(上昇･不変･低下；前期比、次期見通し)

９.問題点･力点等

経営上の問題点(22→３)

10.オプション 有

新潟市産業経済局商工労働部『新潟市製造業況調査』(4 半期)

１.フェイス

郵便番号、事業所名、住所、TEL、資本金･出資金、従業員数、主要製造品名

３.売上･採算

受注量(増加･不変･減少；前年同期比、前期比、次期見通し)、生産量(増加･不変･減少；前年

同期比、前期比、次期見通し)、出荷量・出荷額(増加･不変･減少；前年同期比、前期比、次期

見通し)、採算(増加･不変･減少；前年同期比、前期比、次期見通し)

４.金融関係

資金繰り(好転･不変･悪化；前年同期比、前期比、次期見通し)

５.労働・雇用

常用雇用者(増加･不変･減少；前年同期比、前期比、次期見通し)、臨時日雇(増加･不変･減

少；前年同期比、前期比、次期見通し)、所定外労働時間(増加･不変･減少；前年同期比、前期

比、次期見通し)、常用雇用者数(過剰･適正･不足；当期)

６.設備関係

設備稼働(平均稼働率；当期)、設備投資実績(有無、投資額)、設備投資予定(有無；目的 M4)、

保有設備の生産能力(過剰･適正･不足；当期)

７.在庫関係

製品在庫量(過剰･適正･不足；当期)、原材料半製品在庫量(過剰･適正･不足；当期)

８.価格関係

製品価格(上昇･不変･下降；前年同期比、前期比、次期見通し)、原材料価格(上昇･不変･下

降；前年同期比、前期比、次期見通し)

９.問題点･力点等
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経営上の問題点(14→３)

京都市産業観光局『京都市中小企業経営動向実態調査』(4 半期)

京都市中小企業支援センターと共同調査

１.フェイス

会社名、経営形態(法人･個人)、資本金、TEL、設立年、従業者数、業種(製造業８･非製造業

６)、観光関係の売上(３)、主な製品･商品･サービス、記入者(部課･役職･氏名)

２.景況･業況

景況(上昇･不変･下降；前年同期比、次期見通し)

３.売上･採算

生産・加工販売量(増加･不変･減少；前年同期比、次期見通し)、経常利益(増加･不変･減少；

前年同期比、次期見通し)、受注残(増加･不変･減少；前年同期比、次期見通し)

４.金融関係

資金繰り(楽･普通･苦；前年同期比、次期見通し)

５.労働・雇用

雇用人員(過剰･適正･不足；前年同期比、次期見通し)

６.設備関係

設備投資(有無；前年同期比、次期見通し)、生産設備(過剰･適正･不足；前年同期比、次期見

通し)

７.在庫関係

製品商品の在庫量(過剰･適正･不足；前年同期比、次期見通し)

８.価格関係

加工販売単価(上昇･不変･下降；前年同期比、次期見通し)、・原材料価格(上昇･不変･下降；

前年同期比、次期見通し)

９.問題点･力点等

同業他社との競争(激化･不変･緩和；前年同期比、次期見通し)

大阪市経済局企画調査課『大阪市中小企業経営モニター調査』(4 半期)

１.フェイス

企業名、記入者名

２.景況･業況

業界の景気(上昇･横ばい･下降；前期比、次期見通し)

３.売上･採算

生産販売量(増加･横ばい･減少；前期比、次期見通し)、売上金額(増加･横ばい･減少；前期比、

次期見通し)、採算状況(上昇･横ばい･下降；前期比、次期見通し)

４.金融関係

資金繰り(ゆとりがある･普通･窮屈；前期比、見通し)

５.労働・雇用

雇用人員(増加･横ばい･減少；前期比、次期見通し)、現在の雇用人員

６.設備関係
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設備投資(有無；当期、予定)

７.在庫関係

在庫量(過少･適正･過剰、前期比、次期見通し)

８.価格関係

販売単価(上昇･横ばい･下降；前期比、次期見通し)

９.問題点･力点等

経営上の問題点(20→３)

注)2004 年度より届出統計の手続きをして、事業所･企業統計調査の企業名簿より無作為抽出し

て対象企業 1,000 社を選んでいる。手順通り実施されているが、届出の手続きには現状では 3 ヶ

月程度かかるため、オプション項目を機敏につけるということが難しい。

北九州市産業学術振興局『経営動向調査票』(4 半期)

北九州商工会議所と共同調査

１.フェイス

事業所名、記入者(氏名･役職)、業種(６)、TEL、FAX、全従業員数(３)

２.景況･業況

景気動向(上昇･横ばい･下降；前期比、次期見通し)

３.売上･採算

売上高(増加･横ばい･減少；前年同期比、次期見通し)、売上高増加の場合・減少の場合(M3;

前年同期比)、経常利益(増加･横ばい･減少；前年同期比、次期見通し)、経常利益増加の場

合・減少の場合(M5;前年同期比)

４.金融関係

資金繰り(楽･普通･苦；前期比，次期見通し)、金融機関からの借入(容易･不変･困難；前年同期

比、次期見通し)

５.労働・雇用

雇用状況(過剰･適正･不足；適正水準比、次期見通し)、所定外労働時間(増加･横ばい･減少；

前年同期比、次期見通し)

６.設備関係

設備投資額(増加･横ばい･減少；前年同期比、次期見通し)

７.在庫関係

製品・商品在庫(過剰･適正･不足；適正水準比、次期見通し)

８.価格関係

販売単価(上昇･横ばい･下降；前年同期比、次期見通し)、受注単価(上昇･横ばい･下降；前年

同期比、次期見通し)

９.問題点･力点等

経営上の問題点(M２８)、経営全般において特徴的な動きをご自由に(記入)

５.都道府県産業振興公社等における調査項目

(財)21 あおもり産業総合支援センター『景況動向調査』(4 半期)

１.フェイス
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商工会･組合名、業種(18)

２.景況･業況

景況対策(M7)

３.売上･採算

売上高(増加･不変･減少；前年同期比、次期見通し)

４.金融関係

資金繰り(楽･不変･厳しい；前年同期比、次期見通し)

６.設備関係

設備投資(有無)、設備投資内容(M5)

７.在庫関係

製･商品在庫(増加･不変･減少；前年同期比、次期見通し)、材料在庫(増加･不変･減少；前年

同期比、次期見通し)

９.問題点･力点等

経営上の問題点(M13)

(財)山形県企業振興公社『経営動向調査』(月次)

２.景況･業況

業況(良い･ほぼ同･悪い；前月比、前年同月比、翌月見通し)

３.売上･採算

生産高(多い･ほぼ同･少ない；前月比、前年同月比、翌月見通し)、受注残高(多い･ほぼ同･少

ない；前月比、前年同月比、翌月見通し)、営業利益率(高い･ほぼ同･低い；前月比、前年同月

比、翌月見通し)

４.金融関係

資金繰り(楽･ほぼ同･苦；前月比、前年同月比、翌月見通し)

５.労働・雇用

時間外労働(増加･ほぼ同･減少；前月比、前年同月比、翌月見通し)

８.価格関係

原材料仕入価格(安い･ほぼ同･高い；前月比、前年同月比、次期見通し)、製品価格(高い･ほぼ

同･安い；前月比、前年同月比、次期見通し)

(財)福島県産業振興センター『経営動向調査』(月次)

２.景況･業況

業況(良化･同じ･悪化；前年同月比、翌月見通し)

３.売上･採算

売上生産(多い･ほぼ同･少ない；前月比、前年同月比、翌月見通し)、採算(多い･ほぼ同･少な

い；前月比、前年同月比、翌月見通し)、受注残高(多い･ほぼ同･少ない；前月比、前年同月比、

翌月見通し)、稼動状況(良化･同じ･悪化；前年同月比、翌月見通し)

４.金融関係

資金繰り(良化･同じ･悪化；前年同月比、翌月見通し)、資金借入環境(良化･同じ･悪化；前年同

月比、翌月見通し)
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８.価格関係

受注単価(良化･同じ･悪化；前年同月比、翌月見通し)

９.問題点･力点等

経営上の問題点(11→2)、自由意見欄(記入)

（財）茨城県中小企業振興公社『受注企業実態調査』（月次）

１.フェイス

企業名、所在地、TEL、記入者名、資本金(６)、従業員数(7)、業種(10)、常時取引先数

２.景況･業況

収益性(良くなった･不変･悪くなった；今期)、今後の収益性(４；翌月見通し)

３.売上･採算

最も受注ウエイトの高い加工内容(11)、受注量(増加６･不変･減少６；前年同期比、見通し)、受

注残(6)、受取代金の回収状況(良くなった･不変･悪くなった)、悪くなった内容(5)、受注活動(有

無)、活動している場合(7)、活動が公社事業の場合(5)、商談会への参加(3)、発注先開拓等の

要望(記述)、ネットワーク受注(有無)、行ってない場合(2)、理由･課題(5)

４.金融関係

資金調達(容易･普通･困難)、困難になった理由(5)

９.問題点･力点等

経営上の問題点(Ｍ12)、今後の経営方針(Ｍ18)、意見･要望等(記述)

10.オプション 有 ISO 規格取得、インターネット利用状況等

（財）東京都中小企業振興公社『取引状況実態調査』(月次)

１.フェイス

企業名、所在地、回答者(氏名･所属部署)、TEL、FAX、資本金(6)、従業員数(6)、業種(33)

3.売上･採算

売上高に対する外注依存度(6)、売上高に対する下請取引率(6)、取引先数(6)、取引年数(6)、

取引契機(6)、書面取引の有無、海外取引の有無、海外取引先(4)、当公社事業を利用した取

引(14)、成立取引内容、当公社事業を利用しない理由

9.問題点･力点

当面の経営上の問題点(６)、利用したい公社支援策、公社事業への要望

(財)神奈川中小企業センター『中小企業景気動向調査(4 半期)

１.フェイス

企業名、所在地、代表者名、TEL、FAX、業種、事業内容、従業員数、資本金、記入者職名

２.景況･業況

景況(良い･普通･悪い；当期、次期見通し、次々期見通し)

３.売上･採算

売上高(増加･不変･減少；前期比)、引合い(増加･不変･減少；前期比)、利益率(良好･不変･悪

化；前期比)、売上(好調･ほどほと･不調；前期比)、利益(黒字･ﾄﾝﾄﾝ･赤字；前比)

４.金融関係
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資金繰り(良好･不変･悪化；前期比)

５.労働・雇用

所定外労働(増加･不変･減少；前期比)、雇用状況(過剰･適正･不足；前期)

６.設備関係

設備の稼動状況(上昇･不変･下降；前期比)、設備店舗投資(拡充･不変･縮小；前期)

７.在庫関係

製品在庫(過大･適正･不足；前期)

８.価格関係

受注製品単価(上昇･不変･下降；前期比)、仕入材料価格(低下･不変･上昇；前期比)

９.問題点･力点等

業績好･不調の要因や今後の見通し(記入)

（財）やまなし産業支援機構『山梨県内･下請企業の景況調査』(月次)

３.売上･採算

操業度(％)、受注余力(あり％、なし)、生産量(増加･横ばい･減少；今期、見通し)、取引条件(好

転･不変･悪化；今期)、収益性(上昇･不変･下降；今期)、受発注あっせん希望(記述)

４.金融関係

資金繰り(好転･不変･悪化；今期)

６.設備関係

設備投資計画(有無)

８.価格関係

受注単価(上昇･横ばい･下降；今期)

(財)長野県中小企業情報センター『景況アンケート』(4 半期)

２.景況･業況

業況(良い・･同じ・･悪い；前年同期比、次期見通し)、良い要因（9→2、悪い要因（13→2)

３.売上･採算

売上額(多い・･同じ・･少ない；前年同期比、次期見通し)、営業利益率(多い・･同じ・･少ない；前

年同期比、次期見通し)、客数(多い・･同じ・･少ない；前年同期比、次期見通し)、売上前年同期

比％、

４.金融関係

資金繰り(良い・･同じ・･悪い；前年同期比、次期見通し)

７.在庫関係

商品在庫数量(少ない・･同じ・･多い；前年同期比、次期見通し)

８.価格関係

販売価格(高い・･同じ・･安い；前年同期比、次期見通し)、商品仕入単価(高い・･同じ・･安い；前

年同期比、次期見通し)、商品仕入額(少ない･・同じ･・多い；前年同期比、次期見通し)、外注費

(上昇･・変わらず･・下降；前年同期比、次期見通し)

９.問題点･力点等

問題点(9→2)、具体的な問題点等記述、対応策(7→2)、具体策記述
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（財）にいがた産業創造機構『受発注動向調査』(年 2 回)

３.売上･採算

受注生産(増加･横ばい･減少；今期、次期見通し)、創業度(100％以上･90％台･80％台･70％

台･70％未満)、売上高(増加･横ばい･減少；今期)、新規の受発注計画(発注計画あり･受注計

画あり･計画なし)、受発注の具体的品目･加工内容(記述)

６.設備関係

設備投資計画(有無)、設備投資内容(記述)、価格･導入時期(記述)

８.価格関係

受注単価(上昇･横ばい･低下；今期)

９.相談したい問題(各種情報の提供･自社の PR･下請関係法･その他記述)、意見･要望(記述)

(財)岐阜県産業経済振興センター『景況調査』(4 半期)

１.フェイス

記入担当部課名、TEL、記入者氏名

２.景況･業況

景況感(好転･･不変･･悪化；前期比、次期見通し)、業界の新しい動き(M11、記述)

３.売上･採算

売上高(増加･･不変･･減少；今期、次期見通し)、生産量(増加･･不変･･減少；今期、次期見通

し)、輸出向売上高(増加･･不変･･減少；今期、次期見通し)、受注量(増加･･不変･･減少；今期、

次期見通し)、採算(好転･･不変･･悪化；前期比、次期見通し)

４.金融関係

資金繰り(好転･･不変･･悪化；前期比、次期見通し)、借入難易感(容易･･不変･･困難；今期、次

期見通し)

５.労働・雇用

雇用者(容易･･不変･･困難；今期、次期見通し)

６.設備関係

設備投資(有無；今期、来期)、設備投資目的(M7;今期、来期)、設備投資意欲(上昇･･不変･･

下降；前期比、次期見通し)

７.在庫関係

在庫量(増加･･不変･･減少；今期、次期見通し)

８.価格関係

製品販売価格(上昇･･不変･･下降；前期比、次期見通し)、原材料仕入価格(上昇･･不変･･下

降；前期比、次期見通し)、製品製造原価(上昇･･不変･･下降；前期比、次期見通し)

９.問題点･力点等

上記項目の増減理由･経営見通し(記述)

(財)三重県産業支援センター『景況調査』(4 半期)

２.景況･業況

景気・業況(良い･普通･悪い；今期)、景気・業況(好転･不変･悪化；前期比、次期見通し)、国内
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の景気が回復に向かう･回復したと思われる時期(９)

３.売上･採算

利益状況(黒字･収支均衡･赤字；今期、前年度)、売上(増加･不変･減少；前年同期比、次期見

通し)

４.金融関係

資金繰り(好転･不変･悪化；前期比、次期見通し)、受取手形期間(長期化･不変･短期化；前期

比)、新規の借入･借入増額の必要(ある･ない)、借入にあたっての問題(M17)、長期資金借入難

度・短期借入難度(5；前期比)

５.労働・雇用

雇用状態(過剰･適正･不足；今期)、雇用関係で過去 1 年に行った･行う予定のもの(M14)、今年

度新卒者採用数を高･大卒別に選択(9)、今年度新卒者の初任給を高･大卒別にそれぞれ事

務･技術系ごとに選択(14)

６.設備関係

設備投資意欲(上昇･不変･下降；前期比、見通し)、設備投資計画額(増加･不変･減少；前年度

比)、設備投資(する･しない･未定；今期、次期)、設備投資目的(M９)

７.在庫関係

製･商品在庫(過剰･適正･不足；今期)、原材料の在庫(過剰･適正･不足；今期)

８.価格関係

販売価格(上昇･不変･低下；前期比)、仕入単価(上昇･不変･低下；前期比)

９.問題点･力点等

経営上の問題点(18→３)、公共機関の企業支援策で効果があると思うもの(M18)、最近の経営･

経済状況、情報提供要望等(記述)

(財)京都産業 21『受注登録企業動向調査』(4 半期)

１.フェイス

企業名、所在地、資本金、従業員、TEL、FAX、E-mail、代表者

３.売上･採算

受注量(21％以上増･6～20％増･±5％変動･6～20％減･(21％以上減；前期比)、今後の受注量

(増加％･不変･減少％；次期見通し)、採算(黒字･ﾄﾝﾄﾝ･赤字；前期比)、受注余力(有無；前期

比)

４.金融関係

資金繰り(好転･不変･悪化；前期比)

８.価格関係

受注単価(上昇％･不変･低下％；前期比)

（財）大阪産業振興公社『下請取引動向調査』（隔月）

全てにコメント欄あり

1.フェイス

企業名、報告者氏名

3. 売上･採算
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受注量(増加･不変･減少；前期比)、受注残高(15 日まで･1 ヶ月まで･2 ヶ月まで･2 ヶ月超)、採算

(好転･不変･悪化；前期比)、受注見通し(上向き･横ばい･下向き･わからない；今期比)

4.金融関係

資金繰り(好転･不変･悪化；前期比)、検収期間(3)、現金比率(4)、手形サイト(3)

8.価格関係

受注単価(値上がり･不変･値下り；前期比)

(財)とくしま産業振興機構情報支援部『中小企業景況調査』(4 半期)(製造業)

１.業種（６）

２.景況･業況

業況(かなり好転･やや好転･不変･やや悪化･かなり悪化；前年同期比、次期見通し)

＊かなりは10％以上、ややは3～9％、不変は0～2％をさす。以下の増減で同様の意味を表す。

３.売上･採算

売上額(増加･･不変･･減少；前年同期比、次期見通し)、輸出額(増加･･不変･･減少；前年同期

比、次期見通し)、採算(好転･･不変･･悪化；前年同期比、次期見通し)、引合い・受注算(増加･･

不変･･減少；前年同期比、次期見通し)

４.金融関係

資金繰り(好転･･不変･･悪化；前年同期比、見通し)、資金借入難度(容易･･不変･･困難；前年

同期比、次期見通し)

５.労働・雇用

雇用人員(増加･･不変･･減少；前年同期比、次期見通し)

６.設備関係

設備操業率(上昇･･不変･･低下；前年同期比、次期見通し)

７.在庫関係

原材料在庫数量(減少･･不変･･増加；前年同期比、次期見通し)、製品在庫数量(減少･･不

変･･増加；前年同期比、次期見通し)

８.価格関係

売上単価(上昇･･不変･･低下；前年同期比、次期見通し)、原材料仕入単価(低下･･不変･･上

昇；前年同期比、次期見通し)

(財)大分県産業創造機構『大分県企業景況意識調査』(4 半期)

大分銀行・㈱大銀経済経営研究所、大分信金との共同調査

１.フェイス

企業名、代表社名、担当者名、住所、℡、主要業種(記述)、資本金(金額記入)、従業員数(概

数約)

２.景況･業況

景況判断･県内(よくなった･変わらない･悪くなった；前期比、次期見通し)、景況判断･業界(よく

なった･変わらない･悪くなった；前期比、次期見通し)

３.売上･採算

売上高(増加した･変わらない･減少した；前期比、次期見通し)、収益(増加した･変わらない･減
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少した；前期比、次期見通し)、生産高・受注残高(製造業；増加した･変わらない･減少した；前期

比、次期見通し)、操業率(製造業；上がった･変わらない･下がった；前期比、次期見通し)

４.金融関係

資金繰り(楽だった･変わらない･苦しかった；前期比、次期見通し)、金融機関借入状況(増加し

た･変わらない･減少した；前期比、次期見通し)、金融機関借入態度(穏やかだった･変わらない･

厳しかった；前期比、次期見通し)

５.労働･雇用

所定外労働時間数(増加した･変わらない･減少した；前期比、次期見通し)、雇用者数(増加し

た･変わらない･減少した；前期比、次期見通し)、雇用者数の現状(過剰･適切･不足；今期)

６.設備関係

設備投資の有無(有無；今期、次期見通し)、投資目的(設備投資有りと答えた企業；9→1；今期、

次期)

７.在庫関係

原材料在庫(製造業；増加した･変わらない･減少した；前期比、次期見通し)、製・商品在庫(増

加した･変わらない･減少した；前期比、次期見通し)

８.価格関係

商品･原材料仕入価格(製造業；上がった･変わらない･下がった；前期比、次期見通し)、製品・

商品販売価格(製造業；上がった･変わらない･下がった；前期比、次期見通し)

９.問題点・力点等

経営上の問題点(16→3 順位有)、調査に対する意見、景気の見通しについての意見(記述)

１０.オプション 有

（財）くまもとテクノ産業財団『登録企業動向調査』（年１回）

１.フェイス

企業名、担当部署･氏名、E-mail

２.景況･業況

操業度(60％以下・61～80％・８１～10％・100％以上)

３.売上･採算

受注残高(１ヶ月以下・2～3 ヶ月・4～5 ヶ月・６ヶ月以上)、県外の受注比率(５)、県外受注の主地

域(７)、受注量(増加･不変･減少；前期比、見通し、増加の％、減少の％)、納期(長くなった･不

変･短くなった；前期比)、収益性(好転･横ばい･悪化；前期比)

４.金融関係

資金繰り(好転･横ばい･悪化；前期比、悪化の場合の資金繰り対策記入)

６.設備関係

設備投資(有無；当期)、設備投資計画(あり･なし･状況により検討；次期)

８.価格関係

受注単価(上昇･不変･低下；前期比)

９.問題点･力点等

経営上の問題点(M２１、生産管理面が弱いを選んだ場合問題点記入)、今後の対策(M12)

＊その他
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常時取引している得意先の数(４)、最も取引額が多い取引先への依存度(６)、週末発注翌週初

め納入発注の有無、基本契約書（有無、取り交わしていない場合の理由 M5)等々

(財)沖縄県産業振興公社『中小企業景況調査』（四半期）

中小企業庁・中小企業基盤整備機構『中小企業景況調査』の沖縄県分を活用している。沖縄

県産業振興公社、沖縄県商工労働部、沖縄県商工会議所連合会・３商工会議所、沖縄県中

小企業団体中央会とで｢中小企業景況調査検討会｣を年４回開催し、検討会の結果をもとに中

小企業景況調査報告書を作成している。取りまとめは沖縄県産業振興公社が行っている。

６.地方銀行･第２地方銀行（調査項目例）

(株)七十七銀行『企業動向調査』(四半期)

１.フェイス

企業概要(記述)、業種、主要取扱商品、資本金(実額)、売上高(実額)、従業者数；正社員、パ

ート･アルバイト(実数)、記入者氏名、部署･ご職位、℡、本社所在地(宮城県、その他)

２.景況･業況

県内・業界の景気・及び業況判断(上昇･不変･下降；当期、次期見通し、次々期見通し)

３.売上･利益･採算

売上高・販売出荷数量(増加･不変･減少；当期、次期見通し、次々期見通し)、経常損益(向上･

不変･悪化；当期、次期見通し、次々期見通し)

４.金融関係

資金繰り(楽･不変･窮屈；当期、次期見通し、次々期見通し)

５.労働･雇用

雇用人数判断(過剰･適正･不足；当期、次期見通し、次々期見通し)

６.設備関係

設備稼動(上昇･不変･下降；当期、次期見通し、次々期見通し)、現有設備(過剰･適正･不足；

当期、次期見通し、次々期見通し)、設備稼働率(60%未満・60～69%・70～79%・80～89%・90%以

上；当期、次期見通し、次々期見通し)

７.在庫関係

在庫判断(過剰･適正･不足；当期、次期見通し、次々期見通し)

８.価格関係

販売価格・仕入価格(上昇･不変･下降；当期、次期見通し、次々期見通し)

９.問題点･力点等

経営上の問題･課題(M17)

１０.オプション 有

群馬銀行・(財)群馬経済研究所『企業経営動向調査』(四半期)

１.フェイス

会社名、資本金(6)、従業員数(4)、業種(18)

２.景況･業況

業況(好転･変わらず･悪化；当期、次期見通し、次々期見通し)
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３.売上･採算

売上(増加･横ばい･減少；当期、次期見通し、次々期見通し)、採算状況(好転･変わらず･悪化；

当期、次期見通し、次々期見通し)

４.金融関係

金融機関借入金(増加･変わらず･減少；当期、次期見通し、次々期見通し)、資金繰り(楽であ

る・普通･苦しい；当期、次期見通し、次々期見通し)

５.労働･雇用

人員状況(過剰･適正･不足；当期、次期見通し、次々期見通し)

６.設備関係

設備投資(増加･変わらず･減少；当期、次期見通し、次々期見通し)、実施状況(有無、内容 M7、

目的 M7、資金調達は M4･%記入；当期、次期見通し、次々期見通し)

７.在庫関係

在庫水準(多い･適正･少ない；当期、次期見通し、次々期見通し)

８.価格関係

製商品価格・原材料仕入価格(上昇･横ばい･低下；当期、次期見通し、次々期見通し)

９.問題点･力点等

経営上の問題点(M12)

＊季節変動がある場合は、季節要因を除いた実勢で記入。

北陸銀行・(財)北陸経済研究所『企業動向調査』(四半期)

１.フェイス

企業名、所在地、業種(記述)、資本金(実額)、設立年、従業員数、記入者、役職･部署名、℡

２.景況･業況

業況判断(好転･･変わらない･･悪化；前期比、次期見通し)

３.売上･採算

売上高(増収･･横ばい･減収；前期比、次期見通し)、売上高(10%以上増収･･ほぼ横ばい･･10%

以上減収；前年同期比)、経常利益(増益･･変わらない･減益･赤字累積；前期比、次期見通し)、

経常利益(黒字･・収支とんとん･償却後赤字･償却前赤字；今期)、受注残(増加･･ほぼ横ばい･･

減少；前期比、見通し)

４.金融関係

資金繰り(好転･･変わらない･･悪化；前期比、次期見通し)

６.設備関係

設備投資の実施の有無、投資予定の変更、実施目的(M8)

７.在庫関係

製商品在庫(増加･･ほぼ横ばい･･減少；前期比、次期見通し)

８.価格関係

販売価格(上昇･･ほぼ横ばい･･下落；前期比、見通し)、仕入価格(上昇･･ほぼ横ばい･･下落；

前期比、次期見通し)

１０.オプション 有
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滋賀銀行・（株）しがぎん経済文化センター『滋賀県内企業動向調査』(四半期)

１.フェイス

業種(製造業；15→1、非製造業；9→1)、資本金(5→1)、従業員数･パート含む常用雇用数(5→

1)、所在地、住所、氏名

２.景況･業況

業況判断(かなり良い･･良くも悪くもない･･かなり悪い；現状、次期見通し)、貴社の業界の製商

品･サービス需給(需要超過･ほぼ均衡･供給超過；現状、次期見通し)、貴社の海外拠点の業況

(かなり良い･･良くも悪くもない･･かなり悪い；現状、次期見通し)、貴社の業況回復の時期(5→1)

３.売上･採算

売上高・経常利益額(増加･不変･減少；前年同期比、見通し)

５.労働･雇用

雇用人数(過剰･適正･不足；現状、次期見通し)

６.設備関係

生産･営業用設備投資(過剰･適正･不足；現状、次期見通し)、設備投資の実施･計画(実施し

た･実施せず･未定；当期、次期見通し)、設備投資の実施内容･今期(M9)

７.在庫関係

製商品･在庫水準(過大～やや多め･適正･やや少なめ～不足；現状、次期見通し)

９.問題点･力点等

経営上の問題点(M8)

１０.オプション 有

京都銀行・(株)京都総合経済研究所『京銀クォータリーサーベイ』(四半期)

１.フェイス

企業名、取引店名、従業員数、業種

２.景況･業況

業況判断総合・業界の業況 (良い･さほど良くない･悪い；現状、次期見通し)

３.売上･採算

製品の受注･商品の需要(強い･さほど強くない･弱い；現状、次期見通し)、操業度(高水準･通常

水準･低水準；現状、次期見通し)、売上高の状況(強含み･普通･弱含み；現状、次期見通し)、

収益の状況(良い･さほど良くない･悪い；現状、次期見通し)、売上高･経常利益の実績と計画

４.金融関係

資金繰り(余裕･普通･逼迫；現状、見通し)、金融機関借入(増加･横ばい･減少；現状、見通し)

５.労働･雇用

雇用人数(不足気味･適正･過剰；現状、次期見通し)

６.設備関係

設備投資取組状況(積極的･普通･抑制的；現状、次期見通し)、設備投資額の実績と計画(過

去 2 年度実額)、情報化投資額(過去 2 年度実額)

７.在庫関係

製･商品の在庫(不足気味･適正･過剰；現状次期、見通し)

８.価格関係
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製商品の販売価格・原材料の仕入価格(上昇･もち合い･下落；現状、次期見通し)

９.問題点･力点等

競合商品の輸入(少なめ･適正･多め；現状、次期見通し)

１０.オプション 有

伊予銀行・（株）いよぎん地域経済研究ｾﾝﾀｰ『業況見通し調査』(年 2 回)

１.フェイス

企業名、担当者名、℡

２.景況･業況

業況全般(良い･･普通･･悪い；当期、見通し)

３.売上･採算

売上金額(金額記入；前年同期、前期、当期見込み、次期見込み)、採算(黒字･･ﾄﾝﾄﾝ･･赤字；

当期、次期見通し)

４.金融関係

資金繰り(余裕あり･･普通･･苦しい；当期、次期見通し)

５.労働･雇用

雇用人員(過剰･･適正･･不足；当期、次期見通し)、従業員数(実数；当期、次期見込み)

６.設備関係

設備水準(過大･･適正･･不足；当期、次期見通し)、設備投資(有無、・金額記入；当期、次期予

定)、投資目的(M9；当期、次期見通し)

８.在庫関係

仕入価格・販売価格(上昇･･横ばい･･下落；前期比、次期見通し)

西日本シティ銀行『経営動向調査』(四半期)

１.フェイス

企業名、業種、代表者名、所在地、常用雇用者数(実数)、資本金(実額)、担当者名

２.景況･業況

所属業界の業況・貴社の業況(好転･不変･悪化；前期、当期、次期見通し、次々期見通し)

３.売上･採算

売上高・受注残高・経常利益(増加･不変･減少；前期、当期、次期見通し、次々期見通し)、

稼働率(上昇･不変･低下；前期、当期、次期見通し、次々期見通し)

４.金融関係

資金繰り(好転･不変･悪化；前期、当期、次期見通し、次々期見通し)

５.労働･雇用

雇用人数(不足･適正･過大；前期、当期、次期見通し、次々期見通し)、(新卒者、中途採用、ﾊﾟ

ｰﾄ；実数記入；前年度、今年度、来年度)、従業員の過不足状況(M4)

６.設備関係

設備投資調査として実施。

７.在庫関係

製品･商品在庫(不足･適正･過大；前期、当期、次期見通し、次々期見通し)
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８.価格関係

製品･商品価格(前期、当期、次期見通し、次々期見通し)、仕入価格(前期、当期、次期見通し、

次々期見通し)

９.問題点・力点等

経営上の問題点(14)、経営上の問題点の対応策(コメント)、業界動向の意見(コメント)

肥後銀行・(財)地域流通経済研究所『業況についてのアンケート』(四半期)

１.フェイス

部署･役職名、氏名

２.景況･業況

業況判断(良い･普通･悪い；前年同期比、次期見通し)

３.売上･採算

総売上高(増加･ほぼ同じ･減少；前年同期比、次期見通し)、営業利益(増加･ほぼ同じ･減少；

前年同期比、次期見通し)

４.金融関係

資金繰り(楽である･普通･苦しい；前年同期比、次期見通し)

５.労働･雇用

非常用者も含む労働力(過剰･適正･不足；前年同期比、次期見通し)

６.設備関係

設備(過剰･適正･不足；前年同期比、次期見通し)

７.在庫関係

在庫(過剰･適正･不足；前年同期比、次期見通し)

北日本銀行『景気動向調査』(四半期)

１.フェイス

業種(5→1)主要営業科目(記述)

２.景況･業況

県内の景況感(良い･･変わらない･･悪い；前年同期比、次期見通し)

３.売上･採算

売上高･出荷高・仕入高･生産高(増加した･･変わらない･･減少した；前年同期比、次期見通し)、

収益(増加した･･変わらない･･減少した；前年同期比、次期見通し)

４.金融関係

資金繰り(楽になった･･変わらない･･苦しくなった；前期比、次期見通し)、代金回収期間・決済

期間(短くなった･･変わらない･･長くなった；前期比、次期見通し)、現預金・金融機関借入金(増

加した･･変わらない･･減少した；前期比、次期見通し)

６.設備関係

設備投資の状況(実施した･計画を縮小･実施しなかった；当期、次期計画)、設備投資目的(M6)

７.在庫関係

製品･商品在庫・原材料在庫(増加した･･変わらない･･減少した；前年同期比、見通し)、製品･

商品在庫水準・原材料在庫水準(過大･適正･不足；前年同期比、見通し)
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８.価格関係

販売価格(上昇した･･変わらない･･低下した；前年同期比、見通し)、仕入価格(上昇した･･変わ

らない･･低下した；前年同期比、見通し)

９.問題点･力点等

経営上の問題点(2)

東和銀行（地域経済研究所）『企業経営動向調査』(四半期)

１.フェイス

企業名、業種、資本金(実額記入)、従業員数(実数記入)、都県名(4)

２.景況･業況

業況判断(良い･変わらない･悪い；前期比、次期見通し)

３.売上･採算

生産・売上･受注(増加･変わらない･減少；前期比、次期見通し)、操業率(上昇･変わらない･低

下；前期比、次期見通し)、採算(良くなった･変わらない･悪くなった；前期比、次期見通し)

４.金融関係

資金繰り(楽である･変わらない･苦しい；前期比、次期見通し)、回収条件・支払条件(良くなった･

変わらない･悪くなった；前期比、次期見通し)

７.在庫関係

在庫(増加した･変わらない･減少した；前期比、次期見通し)、在庫水準(多い･適正･少ない；前

期比、次期見通し)

８.価格関係

仕入価格・販売価格(上昇した･変わらない･下落した；前期比、次期見通し)

９.問題点･力点等

経営課題(15)

愛媛銀行『県内企業の動向調査』(年 2 回)

１.フェイス

企業名、担当者名、主な仕事、業種(7)、販売先(5)、海外との取引(有無)、輸出入割合(%記入)

２.景況･業況

業況判断(好転･･横ばい･･悪化；前期比、次期見通し)

３.売上･採算

生産額・売上額・売上数量(増加･･横ばい･･減少；前期比、次期見通し)、受注残高(増加･･横

ばい･･減少；前期比、次期見通し)、収益(増加･･横ばい･･減少；前期比、次期見通し)

４.金融関係

資金繰り(楽である･･普通･･苦しい；前期比、次期見通し)、借入金・受取現金割合・支払現金割

合(増加･･変わらず･･減少；前期比、次期見通し)、売掛期間・買掛期間・受取手形サイト・支払

手形サイト(短縮･･変わらず･･長期化；前期比、次期見通し)

５.労働･雇用

雇用(過剰･･適正･･不足；前期比、次期見通し)

６.設備関係
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設備投資(有無、投資目的 M9；当期、次期計画)

７.在庫関係

製品･商品在庫・原材料在庫(増加･･横ばい･･減少；前期比、次期見通し)、年度末の製品･商

品在庫(過剰･･適正･･不足)

８.価格関係

売上･受注単価及び商品･原材料仕入価格(上昇･･横ばい･･下降；前期比、見通し)

９.問題点・力点等

経営上の問題点(M18)

１０.オプション 有

豊和銀行『大分県内景況アンケート調査』(四半期)

１.フェイス

企業名、取引支店名、担当部署名、氏名、℡、業種(製造 13、(卸･小売業 5、サービス 8)

２.景況･業況

国の業況・県内業況・自社業況(好転･･不変･･悪化；前期比、次期見通し)

３.売上・採算

売上高・生産高・受注高・収益(増加･不変･減少；前期比、次期見通し)

４.金融関係

資金繰り(良好･不変･苦しい；前期比、次期見通し)、短期・長期資金借入(増加･不変･減少；前

期比、次期見通し)、金融機関の貸出態度(穏やか･不変･厳しい前期比、次期見通し)

５.労働･雇用

所定外労働時間・雇用者数(増加･不変･減少；前期比、次期見通し)、雇用者数の現状(不足･

適正･過剰)

６.設備関係

設備投資(有無；当期、次期計画)、投資内容(新規･更新；当期、次期計画)、設備投資目的(5)、

実施しなかった理由(6)

７.在庫関係

在庫水準(不足･適正･過剰；前期比、次期見通し)

８.価格関係

仕入価格・販売価格(低下･不安･上昇；前期比、次期見通し)

９.問題点･力点等

経営上の問題(14→3、コメント)

１０.オプション 有


